


























































































































































































































































































































































































































































































目　　標 1身のまわりを整頓する態度を養う。 2防火思想を酒養する。 3クリスマスの楽しさを味わわせる。
行　　事 中　心　生活 お　　　話 観　　　察 音楽とリズム 絵画と製作 健康保育 自由遊び
小学校 ◎楽しいクリスマス ○秋から冬になっ ○木の葉の落ち ○たき火 ○鉛筆の oしもや oすもう
文化祭見学 　　　　　　　　　　一Zクリスマスについての員 たお話 た後を調べる い方 ・予防
し合い ・冬のしたく ・手当
・年の暮 ○よい子の町 ○子供の




保育研究会 ・お部屋・机の中・帳面・ て話し合う o寒さ（気温） ○お人形
絵本・お家の中・おも ・寒暖計 ○わつなぎ び
ちゃ箱等を整理した ○防火の歌 製作
誕生会 り，こわれた所，切 ○童　話 ○やけど
た所などをなおしまよ ・キリギリスと ○火の見やぐら ・注意 ○ままごと
う 蟻 ・手当 あそび
・炭太郎 ○鑑賞レコード ○自由画
母の会幹事 ○火の用心 ・白雪姫 ・森のかち 。よい
会 ・ストーブ・マッチにつ ○消防自動車 ・にぎやかな の町
いての注意 かり ○厚着をし ○てんかい
・子供のあり方を話し口 ○雪道について言 ない
う し合う
映写会 ・暖飯器の注意 ・あられ ○立体化
・みぞれ ○拍子打 ・よい ○ふうせん
母の会総会 ○お部屋を飾り，クリスマ ○クリスマスの ・しも ○リズム　理 の町 ○らんま
スツリーを作りましょう あいさつ ・雪 打 作 、意
・遊戯室にサソタ小父さ おけいこ ・氷 ・サンタ
んとクリスマスを作る ○もちつき ちいさ oまりつき



















期 単 保　　育 内　　容 （幼児の生活経験）
目　　標
間 元 言　　　　養五ロ　　　　　　ロロ 社　　会 見学・観察 音楽リズム 製作・絵画 保健・体育 行　事 躾
1ごっこ遊’○町へ出てお016デーの買○町へ先生と ○歌唱あそ’016デーの印夏の衛生 16デー ○危いところ
により社酉 店の小父さ 物の話から 一緒に買物 うりもの 象画を描く ○飲食物につ 生会 で遊ぽない
性の発展を んたちとお 幼稚園で1 にゆく ○唱歌あそ’○お店の品 いて 、業式 ○お友だちに
はかる 話をする デー遊びが○お店のおじ うりやさん つくり（ロ○汗の始宋 水をかけな
お 216デー遊’○紙芝居 生まれてく さんからい 作中教鰍 ○寝冷せぬよ いこと
を通して 「お母さん る ろいろお話 よき助言者 う ○創作力・
店 作の喜びを はどこへ」 ○売買の作’ をきく であるよう ○蚊・のみに 夫力を養う
味わせ 食べものの を知る（ ○お金の正し 個人製作よ 気をつける
7 ご 夫・創作力 好ききらい 児に理解で い使い方を り協同制f ○偏食しない
を養う 　　　　一ﾉついて両 きる程度に 知る へ導く） よう注意
つ し合う 社会をあり ×どんなお る
○買物ごっこ のままに 店がある ○食事の仕





1海辺や川で○紙芝居 ○しゃぼん玉○幼稚園のお○直接経験力 ○木工で ’水浴の注意夏休み ○水を大切に
自由にの 「かにの’ あそび 池で蛙の ら表現活 ×水鉄砲 ○夏休み中の する
のびと遊を 足」 ○池や小川に 育 へ ×お船つく 健康につい
夏 せて楽しい 劇あそび 舟を浮か“ ×おたま り て注意をな
ときを過ご 「かにの’ て遊ぶ じゃくし○海水浴の す
の す 足」 ○幼稚園の Xめだか をかく
月 あ 2いろいろの 会生活を ×金魚
そ 水遊びを’ 庭生活に ○リズム遊’
じて科学心 し楽しい 蛙あそび



























































小　単 元 ね　　ら　　い 生　　活 活　　動 参考事項
はたらく人 1．思い出してお話が ・今までに見学したお話を聞いたり経験 つよいからだ
できる したことで， はたらく人のようすを思 雨がふってもよい
2．なまけてはならな い出させる 子，あつくてもよ








紡績工場を見る 1．きまったことがよ ・紡績工場の見学にいく 工場の見学にっい
く守れるようにな ・道々で， いろんな働いている人のよう ては予めその工場
る すをみる に連絡しておくこ
・工場で見学する注意をする と，先生は，前もっ
2．紡績工揚について ・工程にしたがって， 大体のようすをみ て見学して計画す
その仕事の大体が る ること
わかる 1．原料 どこからくるか（外国） なるべくグループ
どんなものか を小さくして工場
3．アメリカ，インド 2．工場 たくさんの機械 に迷惑をかけぬよ
などの外国の名が あぶなくないか うにすること
わかる どんなにして働いているか 原料や製品の見本
4．見学したことがま 3．製品 糸， 織物 などは一つの標本






（化学機械） 見学の注意が守れる 板ガラス工場 製材工場 紡績工場と性質の















評 価 ・働いている人には感謝したりそのこ との尊さがわかったか
・見学したことについてまとまって話ができるか
・かんさつのたいどが向上したか
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　⑦　子どもの直i接経験は特殊的，断片的，個別的であり，その過度の重視は，子どもの経験
　　活動に充分な論理的組織を与えない。
　④　教科の系統的取扱いが周辺に追いやられまたは閑却され，その結果基礎学力が低下する。
　㊥　子どもの興味，関心，経験を重視するあまり自然や社会についての客観的知識，組織的
　　な分化財の教育を軽視している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69）　㊥　生活即教育論は，教師の独自の役割と学校の機能を理解しない学校死滅論である。
このような批判を受けるなかで，経験カリキュラムに基づく実践は，小・中学校では急速にみ
られなくなり，「系統主義の教育課程」がそれにかわっていった。そして，幼稚園でも，生活単
元やコア・カリキュラムの考えに基づく保育は姿を消していったのである。
結 び
　戦後学校教育法の成立によって，幼稚園は初めて法制上正規の学校として位置づけられた。
そして，1948（昭和23）年3月，保育要領が公刊されたのである。保育要領は，児童中心主義，
経験主義の教育観に立脚し，子どもの生活や遊びを尊重する生活保育の立場にたっていた。ま
た，保育要領では，保育内容を「楽しい幼児の経験」として，見学，リズム，休息，自由遊び，
音楽，お話，絵画，製作，自然観察，ごっこ遊び・劇遊び・人形芝居，健康保育，年中行事の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ70）12をあげていた。「幼児には幼児特有の世界があり，かけがえのない生活内容」がある。そう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（71　した幼児期の「特質によくあった適切な教育計画」がたてられなければならない。教育の目的
や目標を達成しようとする場合，「その出発点となるのは子供の興味や要求であり，その通路と
　　　　　　　　　　　　　　　72）なるのは子供の現実の生活である」，というのが，保育要領の基本的な趣旨である。
　このような保育要領の趣旨に導かれて，新しい幼児教育の確立のため真摯な努力を続ける幼
稚園も勿論みられた。しかし，保育要領の趣旨は必ずしも保育関係者に十分に理解されるには
いたらなかったのである。保育の現場では，一方で戦前からの保育項目に基づく実践からなか
なかぬけきれなかったり，他方では，小学校におけるカリキュラム運動にまきこまれ，幼稚園
の独自性を喪失してしまうような傾向もみられた。
　保育要領は，また，副題に「幼児教育の手びき」と明示されているように，小・中学校の学
習指導要領と同様，「試案」として作成されたものであった。それは，教育内容について必ず守
らなければならないような国家的基準を決めて，それを示そうとしたものではない。保育に携
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（73　わる人々が，これを参考として，「教育を計画し，実施していく手びき」として作られたもので
ある。こうしたことは戦前の中央集権的な教育内容政策に対する深い反省に基づくものであっ
た。
　ところが，1950（昭和25）年6月の朝鮮戦争の勃発を契機にわが国をとりまく情勢が大きく
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変わり，1951（昭和26）年9月対日講和条約・日米安保条約調印，1952（昭和27）年4月同条
約の発効，GHQ解消へと続くのである。このような中で，文部省は教育政策を大きく転換させ
ていく。すなわち，政令改正諮：問委員会は，1951（昭和26）年11月に教育に関する答申を出し，
戦後行われた教育制度の改革は「わが国の実情に即しないと思われるものも少なくなかった」
とし，わが国の「国情に合し，真に教育効果をあげることのできるような」制度に改善する必
　　　　　　　　　　（7　4）要があることを指示した。これを受けて文部省は，翌年文部省設置法を改定し，学習指導要領
の作成を文部省に専属させた。そして，国家的観点から，学習指導要領の全面的見直しが行わ
れていったのである。このような中で，保育要領の見直しもはじまるが，以後のことについて
は稿を改めて検討したい。
註
（1）天野正輝氏によれば，「教科課程」「学科課程」が「教育課程」という語に改められたのは，単な
　る表現上の相違としてかたづけられるものではなく，学校教育のあり方の基本的変化を意味してい
　る。すなわち，子どもの教育は単に教科だけでなく，従来の学校教育の中で必ずしも正当な評価を
　受けなかった領域を含めて，あらゆる教育活動を通じて行っていくという観点が明確になり，教科
　外の学習領域の，いわゆる「教育課程化」（curriculization）が進められた結果である（天野正輝『教
　育課程編成の基礎i研究』，1989，16頁）。
　　なお，法律上，「教育課程」という語が最初に使用されたのは，1949（昭和24）年の「文部省設置
　法」である。
（2）文部省令第28号「学校教育法施行規則の一部を改正する省令」（『近代日本教育制度史料　第23巻』，
　1964，114頁）。
（3）小・中学校の学習指導要領では，1951（昭和26）年の改訂版から，カリキュラムに相当すること
　ばとして「教育課程」という語を統一的に使用してきている。しかし，幼稚園についてみれば，1956（昭
　和31）年の幼稚園教育要領では，指導計画については一つの章をもうけて詳述しているが，幼稚園
　の教育課程についての記述はみられない。わずかに，「幼稚園の教育が小学校の教育と連絡を図るた
　めには，幼稚園の教師は，特に小学校低学年の教育課程を理解する必要がある」という文章の中で，
　「教育課程」という語が使用されているにすぎない。教育課程という語が幼稚園教育要領において
　正式に使用されるのは，1964（昭和39）年の改訂版以降である。
　　なお，1968（昭和43）年の『幼稚園教育指導書　一般編』においては，次のように教育課程と指
　導計画の相違が述べられている。「一般に，教育課程とは，学校の目的や目標を有効に達成するため
　の教育内容を幼児，児童の心身の発達に応じ，組織，配列した学校における教育計画の全体である
　という意味に使われることが多い。なお，教育課程は指導計画とも密接な関係があり，指導計画と
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　は，具体的な指導のねらいや内容，指導の順序，指導方法等を定めた具体的な計画をいう。」（文部
　省『幼稚園教育指導書　一般編』，1968，11頁）。
（4）文部省『幼稚園教育要領』，1989．2頁。
（5）たとえば，「旭川市学力テスト事件」（1976年最高裁判決）や「伝習館高校事件」（1983年福岡高裁
　判決）。
（6）水原克敏『現代日本の教育課程改革』，1992，1頁。
（7）法律第26号「学校教育法」（『近代日本教育制度史料　第23巻』，1964，24頁，以下これによる）。
（8）文部省『幼稚園教育百年史』，1979，299頁。
（9）保育者の待遇について，副島ハマは当時の状況を次のように述べている。「先ず保婬の報酬は，勤
　務年限平均5年4ケ月に対し，1ケ月238円となります。これは全国女子勤労者平均月収入約494円
　に較べて遥かに低く，生活保護法で最低生活保証のための生活資金として扶助される金額が1ケ月
　300円であることと考へ合わせると，保栂の報酬は最低生活をも保証し得ないわけで誠に寒心に堪へ
　ません。」（日本幼稚園協会『幼児の教育』第45巻第2号，1946，19頁）。学校教育法によって，幼稚
　園が正規の学校とされ，保育者の名称も「保栂」から「教諭」にかわり小学校教員と同等の資格と
　なった（同法第81条）。そして，国公立幼稚園の教員の給与は小学校教員なみに引き上げられた。し
　かし，私立幼稚園教員の給与は以前として低いままのところも多く，今日まで大きな課題となって
　きた。
⑩　岡田正章他編『戦後保育史　第1巻』，1980，27頁。
（11）『近代日本教育制度史料　第23巻』，1964，34頁。なお，学校教育法の内閣総理大臣あての文部省
　草案では，「幼稚園は，幼児を保育し，その心身を健全に発達させ，家庭教育を補い併せて普通教育
　の素地を培うことを目的とする」となっていた。この点については，国立教育研究所「日本近代教
　育百年史　6』，1974，1396頁を参照。
⑰　勅令第74号「幼稚園令」（『幼稚園教育百年史』，1979，512頁，以下これによる）。
⑬　学校教育法の制定にかかわった坂元彦太郎は，「保育というのを医者が使っているような意味では
　なしに，保護育成，保護教育の略ということにしましょうということになったわけです。中村五六
　が保育とは保護養育なりと書いていますが，そうではなくて，保護育成なのだ」，と当時のことを回
　想している（岡田正章『戦後保育史　第1巻』，1980，28頁）。
⑭　　『近代日本教育制度史料　第23巻』，1964，34頁。
㈲　坂元彦太郎『楽園の再興』，1960，58頁。
⑯　　『近代日本教育制度史料　第23巻』，1964，34頁。
（17）同上。なぜ，監督庁は「当分の問」文部大臣にしたのかについては，水原克敏『現代日本の教育
　課程改革』98～103頁に詳しい。そして，このことは，後年政治的状況の変化によって問題となる。
⑱　幼児教育内容調査委員会の委員は，倉橋惣三，坂元彦太郎，清水安磨，中谷千蔵，副島ハマ，多
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　田鉄雄，斎藤文雄，時下米太郎，山下俊郎，鎌田志ん，三木安正，及川ふみ，内山憲尚，井手達郎，
　功刀よし子，吉見静江である（日本保育学会『日本幼児保育史　第6巻』，1975，241～242頁参照）。
⑲　文部省『小学校学習指導要領　一般編』，1947，2頁。
⑳　文部省『保育要領一幼児教育の手びき一』，1948，4頁。
⑳　同上，5頁。　　　　　　　　　　　　　　㈲　同上，3頁。
㈲　日本保育学会『日本幼児保育史　第6巻』，1975，252頁。
⑳　坂元彦太郎『倉橋惣三　その人と思想』，1976，151頁。
㈱　文部省令第32号「幼稚園保育及設備規程」（『幼稚園教育百年史』，1979，505頁，以下これによる）。
㈱　文部省令第17号「幼稚園令施行規則」（『幼稚園教育百年史』，1979，513頁，以下これによる）。
㈱　　『保育要領一幼児教育の手びき一』，1948，58～60頁。
㈱　同上，70～72頁。　　　　　　　　　　　　⑳　同上，40頁。
鋤　同上，4ユ頁。　　　　　　　　　　　　　　⑳　同上，69頁。
働　同上，76頁。　　　　　　　　　　　　　　　㈲　同上，3頁。
圃　同上，40頁。
㈲　　『幼稚園教育百年史』，1979，331頁。
㈲　小川正通「「保育要領』批判」（日本幼稚園協会『幼児の教育』第48巻第2，3号，1949，32頁）。
㈱　同上，33頁。　　　　　　　　　　　　　　㈱　同上。
㈲　同上，33～34頁。　　　　　　　　　　　　　ω　同上，34～35頁。
ω　同上，35頁。　　　　　　　　　　　　　　　働　同上。
⑱　同上。
ω　　「『保育問題研究会』趣意書」（保育問題研究会『保育問題研究　1』，1937，表紙ウラ）。
㈲　城戸幡太郎『幼児の教育』，1950，80頁。
㈲　木下龍太郎「幼児教育思想の遺産」（『講座日本の教育11　幼児教育』，1976，55頁）。
㈲　城戸幡太郎『幼児の教育』，1950，改版のまえがき。
⑱　海卓子『幼児の生活と教育』，1965，35～37頁。
㈲　同上，52頁。また，田代高英氏は，保育要領について次のように述べている，「保育要領では『楽
　しい経験』ということで保育内容をとらえた。子どもが楽しく経験を拡げたときに，それでは一体
　何を身につけ，ひとりひとりの子どもの内面に何が育ったか，とにかく楽しい経験を数多くすれば
　するほど，子どもはすぐれた人間として発達して行くという保証はどこにあるのか，また，楽しい
　経験であれば，かりにどのような経験でも教育的といえるのか。」（『現代保育入門』，1967，113頁），
㈲　梅根悟「幼稚園のカリキュラム」（東京教育大学教育学研究室編『教育大学講座9　幼稚園教育』，
　1950，129～130頁）。
㈹　同上，140頁。保育要領の執筆者の一人でもある山下俊郎は，こうした梅根の批判に対して，保育
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　内容は教科的な枠から解釈すべきではなく，「どこまでも幼児に与える経験という広い意味に解すべ
　きである」と反論している。そして，山下は，保育要領に示されている保育内容を，「とくに経験の
　領域を中心にして小学校の教科との連絡」も考えながら，言語，社会，自然，音楽リズム，絵画製
　作，健康の6つに整i理している。これは，1956（昭和31）年の文部省「幼稚園教育要領」において
　示された6領域と全く同じ名称であり，1952（昭和27）年の山下の著作の中にすでにこうしたター
　ムが使用されていたことは注目される。山下俊郎「保育カリキュラムの構成」（『幼稚園教育講座　第
　5巻』，1952，3～25頁）。
働　梅根悟「幼稚園のカリキュラム」（『教育大学講座9　幼稚園教育』，1950，199頁）。
㈲　同上，200～204頁。
働　　『幼稚園教育百年史』，1979，334頁。
㈲　日本保育学会『日本幼児保育史　第6巻』，1975，139～154頁。
㈹　新潟県教育委員会『新潟県教育百年史　昭和後期編』，1976，1325～1326頁。
㈱　同上，1214～1215頁。
㈹　同上，1216頁。
㈲　梅根悟「幼稚園のカリキュラム」（『教育大学講座9　幼稚園教育』，1950，143頁）。
㈹　同上。　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹　同上。
働　同上，ユ53頁。　　　　　　　　　　　　　　㈹　同上，144～145頁。
㈹　同上，153～162頁。　　　　　　　　　　　㈲　同上，178頁。
㈹　　「四日市市幼稚園基底保育計画」（四日市市立教育研究所『研究紀要』第5集，1951，2頁）
㈹　同上，13頁。　　　　　　　　　　　　　　㈹　同上，41～42頁。
㈲　天野正輝「教育課程論」（前原寿編『教育原理論』，1976，49頁）。
㈹　　『保育要領一幼児教育の手びき一』1948，1頁。
㈲　同上。　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　同上，3頁。
㈲　同上，5頁。
㈹　『近代日本教育制度史料　第19巻』，1964，369～375頁。この答申では，教科内容についての備考
　欄に，「従来の生活経験中心カリキュラム方式に偏することを避け，論理的なカリキュラム方式を加
　味すること」とある。「論理的カリキュラム」という表現ではあるが，経験カリキュラムから系統主
　義カリキュラムへの転換が要請されていたと思われる。
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